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・・住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの維維持持管管理理  
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・・防防火火ポポススタターーココンンククーールル表表彰彰式式他他  
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住住
宅宅
用用
火火
災災
警警
報報
器器
はは
、、

火火
災災
にに
よよ
るる
煙煙
やや
熱熱
をを
感感
知知

しし
てて
、、
火火
災災
のの
早早
期期
発発
見見
にに

つつ
なな
がが
るる
もも
のの
でで
すす
がが
、、
一一

方方
でで
火火
災災
以以
外外
のの
原原
因因
でで
警警

報報
音音
がが
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
場場
合合

がが
ああ
りり
まま
すす
。。  

  

警警
報報
音音
がが
鳴鳴
っっ
たた
場場
合合
はは
、、

まま
ずず
警警
報報
のの
鳴鳴
っっ
てて
いい
るる
部部

屋屋
やや
周周
囲囲
のの
状状
況況
かか
らら
、、「「
火火

災災
」」
かか
、、「「
非非
火火
災災
」」
かか
をを
確確

認認
しし
、、
適適
切切
にに
対対
処処
すす
るる
ここ

とと
がが
大大
切切
でで
すす
。。  

  

●
調
理
の
と
き
に 

 

テ
ー
ブ
ル
上
で
焼
肉
や
鍋
料 

  

●
作
動
点
検
の
ポ
イ
ン
ト 

 

警
報
器
に
付
い
て
い
る
「
ボ

タ
ン
を
押
す
」
あ
る
い
は
「
引

き
ひ
も
を
引
く
」
こ
と
で
き
ち

ん
と
鳴
る
か
ど
う
か
確
認
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

点
検
は
時
期
を
決
め
て
お
く

な
ど
定
期
的
に
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
最
低
限
一
年
に
一
回
は
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
点
検
の
際
に
は
、
実

際
の
警
報
音
が
ど
ん
な
も
の
で

あ
る
か
を
家
族
全
員
で
確
認
し

て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

                 

                        

理
な
ど
を
す
る
時
に
、
大
量
の 

湯
気
や
煙
が
原
因
で
近
く
に
取

り
付
け
て
い
る
警
報
器
が
鳴
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
殺
虫
剤
を
使
う
と
き
に 

 

バ
ル
サ
ン
な
ど
の
煙
の
出
る

殺
虫
剤
や
、
ス
プ
レ
ー
式
の
殺 

  

 

                               

虫
剤
を
吹
き
か
け
る
と
鳴
る
場 

合
が
あ
り
ま
す
。 

煙
な
ど
が
入
ら
な
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
で
覆
う
か
、
警
報

器
を
取
り
外
し
て
か
ら
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
使
用
が
終
わ
っ

た
ら
必
ず
警
報
器
を
元
の
状
態

に
戻
し
て
作
動
点
検
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

●
く
も
の
巣
な
ど
で 

 

警
報
器
の
セ
ン
サ
ー
部
分
に

ほ
こ
り
や
く
も
の
巣
、
虫
な
ど

が
付
く
こ
と
で
鳴
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
原

因
で
火
災
を
感
知
し
に
く
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

警
報
器
は
定
期
的
に
お
手
入

れ
や
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

               

●
音
が
鳴
ら
な
か
っ
た
ら 

電
池
が
き
ち
ん
と
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
か
確
認
を
し
て
下
さ

い
。
そ
れ
で
も
鳴
ら
な
い
場
合

は
、「
電
池
切
れ
」
か
「
機
器
の

故
障
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
付
属
の
取
扱
説
明
書
で
対

処
方
法
を
ご
確
認
下
さ
い
。 

  

●
電
池
の
寿
命 

警
報
器
の
電
池
の
寿
命
は
約

10
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

機
器
又
は
使
用
状
況
に
よ
っ
て
、

10
年
経
た
ず
に
電
池
切
れ
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
警
報

器
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
音
声

や
ラ
ン
プ
の
点
滅
で
電
池
の
寿

命
を
知
ら
せ
る
機
能
が
付
い
た

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
付
属

の
取
扱
説
明
書
で
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

●
本
体
の
寿
命
と
交
換
時
期 

警
報
器
は
電
池
だ
け
で
な
く
、

本
体
も
セ
ン
サ
ー
の
寿
命
に
よ

り
交
換
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

電
池
・
本
体
い
ず
れ
も
設
置

か
ら
概
ね

10
年
が
交
換
時
期

の
目
安
と
な
り
ま
す
。
電
池
切 

 

●
お
手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト 

 

年
に
一
回
を
目
安
に
、
中
性

洗
剤
を
浸
し
て
十
分
に
絞
っ
た

布
で
汚
れ
を
拭
き
取
り
ま
す
。 

 

ア
ル
コ
ー
ル
や
シ
ン
ナ
ー
な

ど
の
溶
剤
の
使
用
や
水
洗
い
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

清
掃
の
た
め
に
分
解
す
る
と

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

                       

れ
の
際
は
セ
ン
サ
ー
の
寿
命
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
割
高
な
電

池
交
換
よ
り
も
、
本
体
ご
と
の

買
い
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

●
廃
棄
方
法 

 

警
報
器
の
本
体
は
不
燃
ご
み

へ
、
電
池
は
取
り
外
し
て
販
売

店
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
へ
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

警
報
器
が
鳴
っ
て
い
る
と
の

通
報
で
、
消
防
車
が
出
動
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

家
人
以
外
か
ら
の
通
報
で
煙

等
が
見
え
る
場
合
は
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
緊
急
出
動
し
ま
す
。 

家
人
か
ら
の
通
報
で
、
警
報

器
が
鳴
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
煙
や
炎
等
の
異
常
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、

通
常
走
行
で
確
認
に
伺
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

家
人
が
不
在
の
場
合
は
、
警

察
や
公
民
会
長
等
と
協
議
の
上
、

緊
急
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
窓
等
を
破
壊
し
て
屋

内
に
入
り
室
内
を
確
認
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

住宅用火災警報器は、火災の逃げ遅れによる死者の発生を少なくする目的で、平成２３年６月１日からすべての住宅に設置するように定められて

います。ただ、その効果を最大限発揮するためには、火災が発生したときにきちんと作動しなければなりません。そのため、適切な場所に設置して

定期的な点検やお手入れ、さらには電池切れ等による機器の交換などのメンテナンスが必要になります。これを怠ると、せっかく設置したのにいざ

というときに役に立たなかったということにもなりかねません。住宅用火災警報器は設置するだけでなく、その維持管理も大切なのです。 

ボタンを押す ひもを引く 

さつま町 警報器 検索 

詳しくは・・・ 
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昨
年
も
全
国
各
地
で
豪
雨
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
さ
つ
ま

町
も
い
つ
北
部
豪
雨
災
害
の
よ

う
な
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。 

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

災
害
に
対
し
て
日
頃
か
ら
備
え

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

そ
し
て
人
的
被
害
を
減
ら
す

に
は
、
早
め
の
避
難
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
町
か
ら
避
難
勧
告
・

指
示
な
ど
の
発
令
が
あ
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気

象
情
報
や
町
か
ら
の
情
報
等
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
危
険
と
思
わ
れ

る
場
合
は
自
主
的
に
避
難
す
る

こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。 

   

５
月

18
日
（
土
）
に
薩
摩
川

内
市
に
お
い
て
、
川
内
川
水
防

演
習
（
下
流
域
）
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

当
日
は
川
内
文
化
ホ
ー
ル
で

講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
川
内
川

開
戸
橋
下
流
の
河
川
敷
で
実
災 

   

害
を
想
定
し
て
演
習
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
町
消
防
団
員
ら
は

木
流
し
工
、
折
り
返
し
工
、
釜

段
工
な
ど
の
水
防
工
法
を
本
番

さ
な
が
ら
に
訓
練
し
ま
し
た
。 

 

当
消
防
本
部
も
シ
ー
ト
張
り

工
を
実
施
し
て
、
工
法
の
特
性

や
作
製
方
法
な
ど
を
習
得
し
ま

し
た
。 

                   

  

町
内
一
斉
の
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
た
５
月

26
日
（
日
）
午
後
、

泊
野
き
ら
ら
地
区
に
お
い
て
、

大
雨
で
土
砂
災
害
危
険
指
標
が

レ
ベ
ル
３
（
い
つ
災
害
が
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
）

に
達
し
た
と
の
想
定
で
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

地
区
の
住
民

89
世
帯
は
避

難
勧
告
が
出
さ
れ
る
と
、
実
際

に
徒
歩
な
ど
で
避
難
場
所
へ
集

団
避
難
す
る
訓
練
を
実
施
。
そ

の
あ
と
、
町
当
局
や
消
防
本
部

に
よ
る
防
災
講
座
を
受
講
し
、

安
全
な
避
難
方
法
や
応
急
救
護

の
方
法
な
ど
を
学
び
、
地
域
全

体
で
有
事
の
際
の
対
応
方
法
を

共
有
し
ま
し
た
。 

            

        

救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
に
、

町
野
栄
光
消
防
士
長
が
合
格
。

当
本
部

13
人
目
の
救
急
救
命

士
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

          

ここ
れれ
かか
らら
のの
抱抱
負負
をを
一一
言言  

研
修
所
で
の
研
修
や
こ
れ
ま

で
の
現
場
活
動
を
通
し
て
培
っ

た
知
識
と
技
術
を
基
に
、
少
し

で
も
さ
つ
ま
町
の
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
々
移
り
変
わ
る
社

会
情
勢
と
進
歩
し
続
け
る
医
療

技
術
に
即
応
で
き
る
よ
う
、
自

己
研
鑽
と
後
輩
育
成
に
も
尽
力

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

        

現
在
、
消
防
士
と
し
て
の
基

礎
を
学
ぶ
た
め
に
、
県
消
防
学

校
に
入
校
し
、
毎
日
厳
し
い
訓

練
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

      

ここ
れれ
かか
らら
のの
抱抱
負負
をを
一一
言言  

こ
れ
ま
で
目
標
に
し
て
き
た

消
防
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る

と
同
時
に
、
本
当
に
私
が
消
防

士
と
し
て
活
躍
で
き
る
の
か
と

不
安
な
気
持
ち
も
込
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
さ
つ
ま
町
民
の
生

命
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
も
、
日
頃
の
訓
練
で
強

靭
な
体
力
と
精
神
力
を
養
い
、

最
後
ま
で
諦
め
な
い
強
い
気
持

ち
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
く
決

意
で
す
。 

江夏聖也
こ う か せ い や

（21 歳） 

病院で指導を受けながら 
実習中の町野士長 

シ
ー
ト
張
り
工
と
は
？

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
に
骨
組

み
材
や
土
の
う
を
取
付
け
た
状

態
で
河
川
へ
投
入
し
、
川
側
斜
面

を
直
接
保
護
す
る
深
掘
れ
（
洗

掘
）
防
止
工
法
で
す
。
専
門
的
な

材
料
を
必
要
と
せ
ず
人
力
で
作

製
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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こ
の
ほ
ど
、
２
年
間
の
任
期

満
了
に
伴
う
消
防
団
幹
部
の
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

消
防
団
長
に
末
吉
義
人
氏
が

再
任
さ
れ
、
新
副
団
長
に
前
薩

摩
方
面
隊
長
の
原
田
則
光
氏
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
、
新
た
に
方
面
隊

長
や
分
団
長
に
８
人
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。 

                 

    

さ
つ
ま
町
の
安
全
・
安
心
を
心

機
一
転
し
て
守
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

                       

                              

                              

                

分団長 森囿 健太郎 

副分団長 竹之内 修樹 以下 15 名 

管轄～船木地区 

※平成 25 年 4 月 1 日現在 

 私たち船木分団は、平均年齢 35 歳と若さあふれる

分団です。毎月５日、２０日の機械器具点検日には、

火災を想定して放水訓練を行うなど、新入団員も含め

て全員が安全に消火活動をできるように訓練に励んで

おります。 

なお、今年は消防車庫も移転新築されます。地域の

安全安心を守れるよう、これからも１５名が協力して

頑張っていきたいと思います。 

宮
之
城
東
部
方
面
隊 

中

央

分

団

長 

日
高 

浩
一 

虎

居

分

団

長 

井
手
原 

清
美 

川

原
分

団
長 

松
下 

鉄
夫
○新 

時

吉

分

団

長 

下
市 

博
彰 

佐

志

分

団

長 

竹
中 

修
一
○新 

湯

田

分

団

長 

新
改 

義
則 

船

木
分

団
長 

森
囿 

健
太
郎
○新

宮
之
城
西
部
方
面
隊 

山

崎
分

団
長 

上
村 

尚 

二

渡
分

団
長 

折
小
野 

善
広 

久
富
木
分
団
長 

田
上 

政
喜 

平

川
分

団
長 

北
原 

雅
士 

一
ツ
木
分
団
長 

井
上 

清
海 

白
男
川
分
団
長 

宮
脇 

俊
郎 

泊

野
分

団
長 

宮
田 

裕
司 

鶴
田
方
面
隊 

鶴

田

分

団

長 

市
成 

守
○新 

神

子

分

団

長 
大
野 

弘 

柏

原
分

団

長 

上
川
畑 

繁 

紫

尾

分

団

長 

神
野 
眞 

柊

野
分

団
長 

前
野 
浩
司 

薩
摩
方
面
隊 

永

野
分

団
長 

笹
田 

正
一
○新 

求

名

分

団

長 

狩
宿 

悦
男 

南
求
名
分
団
長 

宮
後 

文
春 

中
津
川
分
団
長

木
下

賢
治
○新

団長（再任） 
末吉 義人（65 歳） 

副団長（新任） 
原田 則光（63 歳） 

東部方面隊長○新 
竹添 正光 

西部方面隊長○再
長福 次美 

鶴田方面隊長○再 
丸尾 省吾 

薩摩方面隊長○新 
城戸 伸二 
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町
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
併

せ
て
72
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
山
崎
小
学
校
５
年
生
の
福
岡

花
菜
さ
ん
の
作
品
（
※
表
紙
掲

載
）
が
決
定
し
ま
し
た
。 

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

◆
優
秀
賞 

平
島 

萌
衣
（
鶴
田
小
３
年
） 

               

     

◆
防
火
賞 

福
岡 

比
菜
（
山
崎
小
１
年
） 

段 

颯
人
（
中
津
川
小
５
年
） 

◆
入
選 

上
別
府 

結
（
中
津
川
小
２
年
） 

外
越 

由
美
花
（
盈
進
小
２
年
） 

久
保 

文
乃
（
中
津
川
小
３
年
） 

得
永 
美
潤
（
流
水
小
４
年
） 

市
来 
明
香
（
平
川
小
６
年
） 

吉
原 

琴
美
（
薩
摩
中
２
年
） 

◆
消
防
長
賞 

木
場 

梨
々
花
（
鶴
田
中
１
年
） 

 
 

 

※
学
校
と
学
年
は
表
彰 

当
時
の
も
の
で
す
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日髙町長による点検巡視。日頃

から点検整備を欠かしません 
【さつま町消防出初式】 

水消火器で消火体験。うまく的を

倒せるかな！？ 
【さつまフェスタでイベント】

火災予防運動初日に車庫前で

立哨。通勤者に防火を呼びかけ

【春の全国火災予防運動】 

精鋭たちが熊本県に会し、本番

さながらの訓練や野営を実施 
【緊急消防援助隊の合同訓練】 

かぐや姫竹山詩乃さんのりり

しい敬礼！防火に一役 
【かぐや姫が一日署長】 

最優秀賞を受賞した 
福岡さん 

今回はなんと女子 3 名！放水や

救助訓練をがんばりました！ 
【宮之城中職場体験】 


